
� 平成２６年度に実施したＡＬ導入状況に関する学内調査※2では，
既に約７割の授業で導入済みという結果が得られた。

� 一方で，ＡＬにより学生の自律性を高め，授業外学修時間の増加へ
とつなげるには，ＡＬの更なる質の向上が必要である。

� ＡＰ事業を通じて，本学が実施してきたＦＤ，ＳＤを更に発展させ，
ＣＬＡＬの実質化を加速させていく。

� 県立広島大学は２００５年に，広島県内の３つの県立大学が統合し開学。
� 広島市，庄原市，三原市の３キャンパスに加え，２０１３年にはサテライトキャンパスを

開設。 「地域に根ざした，県民に信頼される大学」 を目指す。

� これまで県立広島大学は 「遠隔講義システムの導入」 や 「全学共通教育の見直し」 と
いった，３キャンパスが一体となった教育改善に取り組んできた。

� 一方で，学生の授業外学修時間が伸びないこと※1，３キャンパス間での学生同士の交
流が十分に図れていないこと等については，長らく課題とされてきた。

※1 新入生意識調査の結果より

� 本学は平成２６年度，文部科学省 「大学教育再生加速プログラム（ＡＰ）」 事業の 「テーマⅠ：アクティブ・ラーニング」
に採択され，学生の主体的な学びを引き出す能動的学修の更なる推進に着手している。

� 本学が推進する県立広島大学型アクティブ・ラーニング（Campus Linkage Active Learning：ＣＬＡＬ）は，広島県全域
をフィールドとして教室外での学びを取り入れる「行動型アクティブ・ラーニング」，新たな教授法の開発・導入により
学生の知的能動性を揺り動かす「参加型アクティブ・ラーニング」を基盤としている。

� この２つのＡＬを推進することで，キャンパスの枠を超え，知的能動性にあふれた新たな学びの形を展開していく。

ＣＬＡＬの推進に係る本学のＦＤ，ＳＤについて，次の２点が課題として挙げられる。

（１） ＦＤの課題・・・ＡＬの導入状況やＦＤ推進の意識について，学部・学科間で差がみられる。全学的なつながり（Campus Linkage）を
謳う本学のＡＰ事業においては，学内でＦＤを推進する意義・目的を強く共有し，合意形成を図っていくことが，効果
的なＡＬの導入につながると考えられる。

（２） ＳＤの課題・・・各種研修等で得られたＡＬに関する情報やノウハウを事務局内で共有する機会について，現状では本部教学課で
行うフィードバック研修での報告に留まる。全学的な職員研修との連携等により，先進的な情報を広く共有していく
必要がある。
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学修アドバイザー養成に係る教職協働

【学修アドバイザーについて】
学修アドバイザーは学生同士の学修支援の充実を

目的として養成する。 主に各キャンパス図書館ラーニ
ング・コモンズで，他学生の主体的な学びを支援する。

【学修アドバイザー養成に係る教職協働】
教員と職員の協働により，学修アドバイザー養成講座の運営やラーニング・コモン

ズの継続的な整備を行うことで，学生同士がともに学び合う環境を構築していく。

ＦＤ・ＳＤ共通

ファカルティ・ディベロッパー（ＦＤｅｒ）の養成

【ＦＤerの役割】
アクティブ・ラーニングを実践し，その波及・浸透に努める。

最終的には，アクティブ・ラーニングの視点から学部・学科
のカリキュラムへ提言を行うことを目指す。

【養成人数】 各学科２人以上，全学で３０人以上

【養成方法】 ３つのプログラムを段階的に実施する。

入門編（Ｈ２７） ⇒ 応用編（Ｈ２８） ⇒ 実践編（H２９）

ＦＤ事例

先進事例調査・研修参加の促進 と 学内フィードバック

【狙い】 ＦＤや授業改善に係る先進事例調査や，研修等への積極的な参加を支援し，全学的に促進する。
得られた知見や情報を学内で共有し，情報の「収集」と「共有」の好循環を図る。

【学内フィードバック】 教員・・・全学ＦＤ研修会やＦDer養成講座等での報告を通じて，全学へ情報を発信する。
職員・・・課内で行う「フィードバック研修」にて報告し，出席者と情報を共有する。

（本部教学課で先行実施）

ＦＤ・ＳＤ共通

ＳＰＯＤフォーラム２０１５ ポスターセッション

行動型，参加型アクティブ・ラーニングとＦＤ，ＳＤ
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